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【 概 要 版 】

長 期 研 修 員 片 野 裕 美

ー 全 面 実 施 か ら ４ 年 目 を 迎 え た 特 別 支 援 教 育 ー

現 状 課 題

＊ Ｉ Ｃ Ｆ は ２ ０ ０ １ 年 に Ｗ Ｈ Ｏ 総 会 に お い て 採 択 さ れ た 新 た な 障 害 の 構 造 ・ 概 念 の 枠 組 み で

す 。 人 の 生 活 機 能 を 心 身 機 能 ・ 身 体 構 造 、 活 動 、 参 加 の 三 つ の 次 元 で と ら え 、 そ れ ら

と 健 康 状 態 や 環 境 因 子 、 個 人 因 子 が 互 い に 影 響 し 合 っ て い る と 考 え る も の で す 。

健 康 状 態

心 身 機 能 ・ 身 体 構 造 活 動 参 加

環 境 因 子 個 人 因 子

Ｉ Ｃ Ｆ （ 国 際 生 活 機 能 分 類 ） モ デ ル （ ２ ０ ０ １ ）

＊ 本 研 究 で は 、 Ｉ Ｃ Ｆ モ デ ル を 用 い て 各 内 容 を 記 入 し た 図 を 「 Ｉ Ｃ Ｆ 関 連 図 」 と い う 。

特別支援教育全体

・児童生徒の障害の多様化・重度化

☆特別支援学級

・様々な障害種、軽度から重度の児童生徒の混在

☆個別の指導計画

・作成が大変 作成しても実際に使われていない

・教育的ニーズの的確な把握

・適切な指導・支援

・授業に生きる個別の指導計画

ＩＣＦの考え方を用いて、児童

生徒の「学習上又は生活上の困

難」を把握し、目標や手立てを

導き出すことで、個に応じた指

導や支援の質を高めたい。

知的障害特別支援学級の児童を対象として、ＩＣＦ関連図を用いて、児童の生活全

体を多面的にとらえ具体的な手だてを明確にした個別の指導計画の作成と授業におけ

るその活用は、個に応じた授業改善を図る上で有効であるかを明らかにする。

主題設定の理由

研究のねらい

○知的障害特別支援学級における授業の充実
○ＩＣＦ関連図を用いた個別の指導計画の試行

健康状態

参加心身機能・身体構造

個人因子環境因子
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１ Ｉ Ｃ Ｆ 関 連 図 を 用 い た 個 別 の 指 導 計 画

図 １ ：【 実 態 把 握 シ ー ト 】 図 ２ ：【 目 標 ・ 支 援 シ ー ト 】

＊ Ｉ Ｃ Ｆ モ デ ル の 構 成 要 素 を 基 に し た 【 実 態 把 握 シ ー ト 】 【 目 標 ・ 支 援 シ ー ト 】 の 各 項 目 の

内 容 は 、 授 業 づ く り に 生 か せ る よ う 上 記 の よ う に 位 置 付 け た 。

２ 個 に 応 じ た 授 業 の 改 善

授 業 後 は 、 【 目 標 ・ 支 援 シ ー ト 】

の 個 人 因 子 の 欄 を 評 価 と し て 活 用

し 、 児 童 生 徒 の 変 容 か ら 課 題 を 環

境 因 子 の 欄 に 結 び 付 け 本 時 の 目 標

や 支 援 方 法 を 修 正 ・ 具 体 化 し 授 業

の 改 善 に つ な げ て い く 。 そ し て 、 よ

り 効 果 的 な 教 育 活 動 を 充 実 さ せ る

た め Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に 基 づ い た 授

業 改 善 を 図 っ て い く 。

図 ３ ： 授 業 改 善 の 流 れ

健康状態
診断名

心身機能・構造 活動 参加 活動 参加

障害の状態
現状の

活動の姿

思いや
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考える姿

持てる力

使える力
単元目標

環境因子 個人因子 環境因子 個人因子

本人を取り巻く

物的・人的環境

主観・願い

性格

手立て

環境調整

授業での

様子・評価

環境因子

（環境調整）

個人因子

評価１

環境因子

修正１

環境因子

修正２

個人因子

評価２

個人因子

評価３

次の単元につ

なげていく。

①指導場面における抽出児の思いや願いから望ましい参加の状態を想定し、

実態把握シートに児童生徒の様子を記入し、現状を把握する。

②実態把握シートを基に、実際の授業での目標設定や目標達成につなが

る活動・環境調整等による手立てを、目標・支援シートに記入し、授業に

反映させる。

③「実態把握シート」及び「目標・支援シート」は、各単元計画時に作成し、

蓄積していく。蓄積したシートを基に、新たな単元を立案・指導するよう

にする。

研究の内容と方法

・ 授業に直接生か

すことを目的に

単元レベルで

作成

・ ＩＣＦの構成要素

を活用

健康状態
診断名

心身機能・構造

障害の状態
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生 活 単 元 学 習 「 ゲ ー ム 大 会 を し よ う 」

抽 出 児 Ａ の 例

１ 【 Ｉ Ｃ Ｆ 関 連 図 を 用 い た

個 別 の 指 導 計 画 】

２ 【 単 元 の 指 導 計 画 】

３ 【 授 業 改 善 の 結 果 】

・最初にＩＣＦ関連図を用いた【実態把握シート】を

作成します。まず、「健康状態」と「心身機能・

身体構造」から、次に「参加」・「活動」・「環境

因子」・「個人因子」の順に記入しました。

・次に【目標・支援シート】を作成します。「参加」

が、単元目標です。「活動」から持てる力や使

える力を考え、成長・発達を促す手立てを環境

因子に記入しました。

・個別の指導計画と単元の指導計画を相互に考

慮しながら、授業作りを進めました。

実践

・授業改善

・第１時では、飽きて友達の周りをうろうろしてしま

う様子を受け、次時では教材を工夫して役割

を持たせるという支援につなげました。

・第４時では、相手を意識したやりとりがみられな

かったり、頑張りの様子が友達に伝わっていな

かったりしたので、適切なかかわり方の見本を

示したり賞賛の場を設けたりするという支援に

つなげました。

授業改善
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４ 【 授 業 実 践 の 結 果 】

興 味 ・ 関 心 を 引 く 提 示 教 材 の 工 夫 構 造 化 に よ る 活 動 賞 賛 と 自 己 肯 定 感

１ 成 果

２ 課 題

問い合わせ先 群馬県総合教育センター

担当係：特別支援研究係 ０２７０－２６－９２１８（直通）

個に応じた授業の改善（ＩＣＦ関連図を用いた個別の指導計画の活用）

①個人因子をもとに環境因子で支援方法を修正し授業に生かしたことは、授業における児童の変化に

対して、即時的できめ細かな対応が可能である。

②児童の「持てる力」や「使える力」を生かして活動設定や教材作成をしたことは、児童にのみ大き

な負担を強いることなく、児童の直面する学びにくさ・生きにくさが軽減され、満足感や有用感を

生み出せた。

ＩＣＦ関連図を用いた個別の指導計画の作成

①児童の姿を肯定的に受け止めることができ、多角的・総合的な見方ができた。

②「持てる力」の発掘と「使える力」の吟味ができ、適切な手だてを導くことができた。

③個別の指導計画は指導案の役割を兼ね備えることができ、計画の簡略化につながった。

①実態把握シートと目標・支援シートによる単元レベルの計画を引き継ぎ、積み上げていくことで個

別の指導計画としての精度を高めていく。

②授業全体のねらい、学習集団の様子を踏まえた単元の指導計画があれば「実態把握シート、目標・

支援シート」は、学習指導案としての機能を持たせていくことができる。今後実践を重ね、検証し

ていく必要がある。

抽出児の様子

・気になる情報を排除すると、安心して遊びに集中でき満足した表情が見られた。

・自由遊びで「缶」に興味を示し、自分から遊び始める。楽しそうに遊ぶ姿が見られる。

・活動に見通しがもて、言われなくても準備や片付けをする自主的な活動が見られた。

・持てる力に応じた自作教材で役割を果たしながら友達に声を掛けて遊べるようになる。

・頑張ったことをほめると、うれしそうな表情が見られた。落ち着いてゲーム大会に参加

できた。

研究のまとめ
障害による学習上又は

生活上の困難を把握し

個に応じた授業改善が

図れました。

以前は、気が散りやすく指示に従わないで席を離れ出歩いたり、友達と

けんかなどのトラブルがあったりする姿が多く見られましたが・・・抽出児の様子

ＩＣＦ関連図を用いた個別の指導計画の作成

個に応じた授業の改善（ＩＣＦ関連図を用いた個別の指導計画の活用）
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